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[1] 参加した語学コースの時間数／科目名（受講科目・複数可） 

・授業時間数： 

計１０回(8/6～22)の授業数 

・科 目 名：韓国語授業、特別授業、文化体験、フィールドトリップ 

 

        

[2] 授業内容について教えてください。 

（クラス人数、国籍割合、担当の先生、授業方法、使用教材等） 

クラスは日本人のみのクラスで、１クラス約１０人となっています。担当の先生はレベルに

よって異なりますが、日本語が話せる先生、話せない先生がいらっしゃるので、ある程度韓国

語ができると楽しいです。授業は基本的に韓国語の単語・文法について学び、書いたり話した

りして身に付ける形になっていました。教材も教科書の他に単語帳やワークブックもあるため、

自己学習もしやすくなっています。 

 

[3] 課外活動・研修旅行・余暇の過ごし方について教えてください。 

 月・水・金の文化体験では、現地の大学生と一緒にクラスごとで行動をします。そのため韓

国語を使う場面が生まれ、そして韓国の文化をより知ることができます。今回は、お餅作り・

市場・ロッテタワーなどに行き、その後カフェで話す時間もあったため、クラスの人とも仲良

くもなれるのですごく楽しいです。 

 土曜日は、フィールドトリップで遊園地や田舎体験などがおこなわれ、１日が終わります。

日曜日は、１日休みであるため、友達とショッピングをしたり、寮でゆっくり過ごしたりしま

した。非常に有意義な時間を過ごせます。 

学部学科：  文学部英語文化 

コミュニケーション学科 

学部学科： 3 年 

留 学 先：  国： 韓国 大学/機関： 漢陽大学 

期   間： 

２０２３年   ８月   ６日 ～ ２０２３年   ８月   ２２日 

短期 ・ 中期 ・ 長期 

※○で囲んでください。 
計      17 日 

時 間 月 火 水 木 金 土 日 

9 時～12時 50 分 

(韓国語授業) 
〇 〇 〇 〇 〇 

Field 

Trip 
Free 

14時～15時 50分 

(特別授業) 
 〇  〇  

Field 

Trip 
Free 

14 時～18時 

(文化体験) 
〇  〇  〇 

Field 

Trip 
Free 
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[4] 派遣先でよく使った施設について教えてください。（図書館、学生会館、スポーツ施設等） 

 寮にある食堂をよく利用していました。食堂のご飯を利用できる時間と合わなかったため、

併設されているコンビニでご飯を買っていました。夜 1 時まで利用できるので非常に助かりま

した。 

 

[5] 宿舎（寮やホームステイ）での生活について教えてください。 

部屋：１部屋 ２ 人で使用 

  様子：部屋にはベッド(枕・掛け布団あり)、机、エアコン、シャワー、トイレがあります。

棚もたくさんあるので収納には困りません。ですがトイレとシャワーが同室にあり、仕切りが

ないため非常に苦労しました。シャワーサンダルを用意すると快適です。汚れなどが気になる

方はスリッパ、ウェットティッシュもあるといいと思います。また、ゴミ箱の設置がないので、

大きなゴミ袋を２枚ほど用意しておくことをおすすめします。他にも、ベッドの敷きパッドや

タオルも多めに持っていくと便利です。持っていくのを忘れてしまっても現地で買うことがで

きるのでそこまで心配はしなくても大丈夫です。 

 

[6] 留学中に楽しかったこと、苦労したことを教えてください。 

 楽しかったこと： 

２週間という長さで韓国にいたことが初めてであったため、１日１日をゆっくり過ごすこと

ができたことです。旅行では時間を気にしてしまいがちですが、時間を気にせず買い物、食事

ができたので韓国を堪能できました。韓国語を使う場面があったのも非常に楽しかったです。 

 

 苦労したこと： 

 韓国語のレベルが高いわけではなかったので、買い物や食事に行った時の聞き取りには苦労

したことです。しかし、だんだん耳が慣れてきたのもあり、ある程度分かるようになったこと

で会話することが楽しさに変わりました。
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[7] 留学の成果について教えてください 

1) 語学力の向上： 

文法や単語はある程度勉強していったこともあり、復習として学ぶことができたのでより理

解を深めることができました。自分の言いたいことを簡単に伝えられるようにはなれたと思い

ます。 

 

2) 専門知識の向上： 

韓国語だけでなく、韓国の文化に直接触れることができました。韓国は日本と似ているよう

で異なる部分がたくさんあります。日本でやっていることを韓国でしてしまうとそれが韓国の

文化ではいけないことであるかもしれません。帰国してからもその文化がしばらく抜けないこ

ともありました。 

 

 

3) 自己成長など 

 物怖じすることがなくなった気がします。言語の違いにより買い物など現地の方と話す場面

を怖く感じていましたが、時間が経つにつれ買い物が楽しく感じました。 

 

 

[8] 来年度に留学を希望する学生へのアドバイスをお願いします！ 

言語や文化が違うため、苦労することはどうしてもついてきます。ですが、行ってしまえば

自分の学びたかったことを学び、使うことができるのでとても身に付きます。そして怖いから

楽しいという気持ちに変わっていくので心配することはありません。ただし、少し勉強してい

くことでさらに理解力を深められるので、おすすめです。 

 

 

 

 

[9] 留学に関する費用の総額について内訳を教えてください。 

項目※詳しく記入して下さい 金額（当時の日本円） 

渡航費（旅行会社に支払った経費） 

12 万 9800 円 

(渡航費・保険料・

教材費など含む) 

授業料以外の諸経費（教材費・課外活動・保険料等） 
約 6000 円 

(個人の保険料) 

私生活における諸経費（食費・交通費・洗濯費等） 約 2万円 

現地からの奨学金がある場合  

お土産代や個人的な買い物 3 万～4万円 

その他（   ）  
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留学に関する費用の総額 約 20万 
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海外派遣留学生  

留学報告書 

 - 6 - 

 

 


